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有害情報 /迷惑行為

資料7- 8 -2　有害情報への接触状況（複数回答）［2008
年 -2009年］

2008 年　
N=2,000

2009 年　
N=3,332

0 10 20 30 40 50 60％

目にしたことはない

その他

のみ行為、不正賭博

劇薬、武器などの
販売

犯罪行為の呼びかけ

フィッシング以外の
詐欺

フィッシング

ソフトウェアの
不正利用

プライバシー情報の
公開

ねずみ講

不正な著作物の利用

誹謗、中傷、デマ

コンピューター
ウイルス

わいせつ物

37.0％

47.8％

37.9％
29.7％
30.8％

20.6％
16.7％
20.2％

15.5％
16.6％
14.7％
16.5％
14.3％
14.8％

9.5％
10.6％

6.5％
7.5％
4.3％
4.5％
3.2％
3.7％
1.7％
1.4％

32.0％
29.5％

52.1％
18.5％

©impress R&D, 2009

資料7- 8 -1　有害情報の知識（複数回答）［2008年 -20 
09年］

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90％

知っているものはない

DoS

ボット

キーロガー

ブラウザークラッシャー

なりすまし

スパイウェア

スパムメール

個人情報漏洩

フィッシング

コンピューターウイルス

2008 年　
N=2,000

2009 年　
N=3,332

82.7％
84.3％

77.3％
76.6％
70.5％
73.9％

68.2％
69.2％
66.7％
67.8％
66.2％

70.5％18.7％
20.6％
17.4％
16.2％
14.7％
12.8％
13.4％
15.5％

6.8％
5.9％
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資料7- 8 - 4　コミュニティーサイトにおける他人によるプ
ライバシー情報の掲載経験と意識　N=3, 332

わからない
15.6％

掲載されたことがあり、
不快や不安に思ったことがある

2.9％

掲載された
ことがあり、
いわれてみれば
そう思う
1.7％

掲載されたことはあるが、
特に何も思わない
3.0％

掲載されたことはない
76.9％

©impress R&D, 2009

資料7- 8 -3　迷惑行為の被害経験（複数回答）［2008年
-2009年］

2008 年　
N=2,000

2009 年　
N=3,332

0 10 20 30 40 50 60 70％

あったことはない

その他

ホームページの改ざん、
消去

パスワードの盗用

フィッシングによる詐欺

著作物（写真や文章など）
の不正な利用 

フィッシング以外の詐欺

ねずみ講

クレジットカードの
不正利用

誹謗、中傷、デマ

自分のプライバシー
情報の流用

スパイウェア

個人情報の漏洩

コンピューターウイルス 22.8％
24.1％

9.0％
12.5％

8.9％
11.0％

3.2％
3.1％
2.9％
2.1％
1.7％
1.2％
1.4％
1.3％
1.3％
1.8％
1.1％
1.2％
1.0％
1.0％
0.8％
0.9％
0.4％
0.8％
1.6％
1.1％ 62.1％

59.9％
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消費者の被害経験に大きな変化はみられない
近年、攻撃手法が多様化し、インターネット利用に関連した脅威や危険性は増加しているが、一般
消費者の知識や被害経験に大きな変化はみられない。ただし、消費者が有害情報への接触や被害
に気づいていない可能性もあり、継続して注意が必要である。また、ブログやSNSなどのコミュニ
ティーで、自分の意図とは無関係に個人情報が他人によって掲載されることも増えてきており、少
数ではあるが問題と感じるユーザーも存在している。

トラブル/セキュリティー



http://IWParchives.jp/
mailto:iwp-info@impress.co.jp



